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えにしの会 25のアンケート集計結果    2025.11.15 55 名 

Q1：「福祉と医療・現場と政策の『新たなえにし』を結ぶ会」はテーマにふさわしい内容でしたか？ 

 

 

Q2：Q1 でお答えになった理由をお聞かせくださるとありがたく m(_ _)m（ご自由に） 

 テーマが明確で、今日的で、勉強になった 

 普段の生活では耳にできない生のお話を聴けました 

 いつになっても解決しない難問に対し、正面から対峙されている方々を尊敬！！！ 

 今目の前の身内の問題、そして、自分自身においての大事な内容でした。 

 院生が立派に参加していて嬉しかったです。 

 クロストーク 1では まさに今私が問題だと思っている事についてのお話し(今朝 ゆきさんに送らせて頂

いたメール)だったので 是非 とおるさん おだじゅんさん しげちゃんさんと更にお話しさせて頂きた

いと思いました  

 なかなか当事者の方達の話を聞く機会がないのでよかったです。 

 福祉や医療の現場の実態がわかって参考になりました。 

 パンジーメディアさんと OUTBACK プロジェクトさんの対話の途中から参加しました。私のやりたい活動と

も重なり、大変興味深く拝見しました。 

 久しぶりの参加でした。新しい方達と話ができました。有難うございました。 

 2 部から参加しましたが、知的障がいの当事者、ひきこもりの当事者の積極的な活動が良かったです。 

 多くの繋がりにより、私の視野も大変大きく広がりました。 

 きちんと約束をした上で参加しているお仲間がのつどいなので、伝えたいことが変に伝わることなく安心

でき参加できました 

 「クロストーク１」の３名の講演者の内容が素晴らしかったですし、「クロストーク２」の発表も、とて良

く、特に引きこもりの人たちの演劇が衝撃的で、改善していることはとても印象的で嬉しかったです。 

 パンジーとアウトバックは、今後、もしタグを組めたら最強だろうなぁと思いました。 

 タイムリーなテーマ、知りたいことが満載でした。 

 外部にはなかなか出てこない福祉・医療現場内部の情報に接することができ非常に勉強になりました。 

 社会・業界構造の問題、当事者の声をどう伝えるかという第一部に始まり、第二部で希望が見える活動の

紹介につながっていて、非常に勉強になりましたし、自分の周りでも起きていることへの認識を深めるこ

とができました。 

 問題事象であれ、打破した例であれ、根元の解決や普遍化を想うものだったから 

 参加時間が大幅に遅れました。録画で拝見します。 

 目から鱗が落ちることの出会いがいっぱいでした。ありがとうございました💕💕💕 
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 すみません。なかなか参加出来ず一部は全く聞けませんでした。二部の横浜の劇団から話を聞くことが出

来たので。 

 現場の臨場感、踏ん張りがリアルに伝わってきました。皆様のますますのご活躍を願います。 

 山中さんたちの話は、いろいろ考えさせられる、とてもよいものでした。 

 「１部」で重いテーマでマイナスを取り上げ、「２部」がポジティブなテーマだったので、良いバランスだ

ったと思います。 

 医療の現場、福祉の現場の内側からの声が聞けたことがとても良かった。そして、現場にいる方々は、そ

こからきっとまた結びつきが広がっているのだろうと予感できました。 

 縦割りの福祉医療の分野でその実情を知ることができて大変勉強になりました。 

 「第 1部」では、医療の現場、取材を通した視点、当事者の声というまさに、クロスした視点からの議

論。「第 2部」では当事者の力を実感できる２つの事例。現場に軸足をおきつつ、ただの現場レポートでは

ない内容が、「現場と政策を結ぶえにし」そのものかと思いました 

 在宅医療や障害者当事者への接し方(当事者が職員の面接官)はとても参考になりました 

 ホスピス住宅など、終末期を迎える患者さんや家族を「医学的判断」の名目のもと、悪質な詐欺がまかり

ととおっている現状に愕然としました。弱者をだまして金儲けをする偽善者が後を絶たない現状に対し、

福祉の充実を税金に充ててほしいと切望します。 

 小部屋に参加できないのが残念でしたが、名簿や小部屋など新たな縁を結ぶ仕掛けが張り巡らされてい

て、とても良かったと思います 

 当事者参加の本来的意味を確認出来たので… 

 いつもながら、とても勉強になる。社会の問題の本質を浮き彫りにしている。人権、偏見、当事者、隔

離、など大切な概念を守るために、経済や社会の仕組みを考える必要を実感する。 

 スポンサーがバックにいないこともあり、本音本質の話をしていただいたことがとても良かったです、 

 私的には、これまでの出た会のうち一番でした。福祉と医療、政策、当事者、全てが含まれていて学びの

多い時間でした。 

 福祉と医療の現場の状況が良く分かりました。頑張っておられる方々の熱意も伝わってまいりました。応

援しております！ 

 新しい問題についてのお話や、当事者主体のお話で、貴重な学びの時間でした。ありがとうございまし

た。 

 当事者の方、関わってきた方たちでなければ聞けない、貴重なお話しでした 

 今回は当事者の方々が積極的に社会に参加された事例を知りました。前回よりも前進ですね。 

 私事ではございますが、10 月に父が他界しまして改めて参加させていただきました｢えにしの会｣は、今ま

で自分が感じておりました皆さまとの距離よりも、少しですが近いところでお話を聞かせていただいてい

るような気持ちでいます自分に気付く機会になりました。心より深謝申し上げます。改めて｢えにし｣の素

晴らしさを実感しております。 

 当事者が主体となっていることが伝わってきました 

 小部屋でのグループ討論の時間が２回あり、交流ができました。 

 医療・介護の闇に迫るテーマと、精神障害の方々の表現に関するテーマ、硬軟もあり、とても学びがあり

ました。 
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Q3：小部屋（ブレイクアウトルーム）に分かれての「縁結び」タイムは、楽しかったでしょうか？ 

 

 

Q4：短くてけっこうですので、そのわけを（ご自由に） 

 偶然、第一部の演者と同じで、テーマの深堀ができました 

 普通なら絶対にお会いできない方とお話ができました 

 門外漢なのに言いたいことを言えました。人数も多からず少なからずで、よかった。 

 皆さま医療福祉の現場で多くの体験と学びをお待ちで、テーマと現実でのお話しを結びつけてお話しくださ

りとても価値が大きかったです。 

 はじめてお会いした方たちでしたが、同じ気持ちで参加しているのが嬉しかったです。 

 1 回目の縁結びタイムでは まさに「クロストーク 1」の内容について どうすれば良いのか一緒に考えら

れたらと思って 『えにしを結ぶ会』に参加させて頂いたので とっても良かったです 

 自分が思わなかった意見が聞けました。 

 縁結びにはつながりませんでしたが、お話は参考になりました。 

 帰宅途中で耳だけ参加でしたが、それぞれのご活動について詳しくお聞き出来ました 

 ２回目のみの参加でした。 

 視聴だけさせて頂きましたが、本音のお話が良かったです。 

 見識の広い方に出会うことが出来た 

 多くの方が参加され、色々な意見や気持ちを聞くことができました。ありがとうございました。 

 いろんな方のお話を聞くことができたから 

 ほかの方のお話は、お宝を見つけたようになるので！ 

 集まった人の個性とお話が面白かったです。 

 今回は小部屋１度だけしか参加できず残念。去年、私は、ブレイクアウトルームのお陰で繋がり発展して今

年、私の経営する法人施設の職員と一緒に万博の「おむつしょー」に行けたので、すごく大切な「ご縁」を

いただきました。 

 最初の縁結びタイムに参加しましたが(二回目は都合で参加できませんでした)、参加者が自分を含めて４名

と少なく、時間も短めでやや不完全燃焼気味でしたが、こうした機会は貴重だと思いました。 

 私が参加した小部屋は人数も少なく、みなさんと和気藹々とお話しが進められたと思います。中にはご家族

に当事者がいらっしゃる方もいて、小部屋のみなさんと一緒に考えられる機会も持てたと感じました。運営

するのにも、大きな会場を借りなくて済むと思うので、それもメリットでしょうか。でも、時々対面もある

と良いですよね。 

 特に後半の部屋で、今まさに家族を抱えて悩まれている方がおられて、皆が真摯にその方に向けてお話をし、

心なしか笑顔になられたので 

 楽しい、ためになる対話ができました。 
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 新たな出会いと結び、そして勇気をいただける縁結びの場でした。 

 梅本さんや京都の教師の男性のお話が聞けたこと。 

 現場を持っていないので、聴講は感動できますが、共感がなかなか難しいです。 

 ZOOM での、ネット環境が悪かったので、ほとんど参加出来ませんでした。2 度、3 度入り直したのですが、

結局途中で諦めました。 

 いろいろな専門職の方が参加され、適当な小部屋係のコメントのもと、失語症の私でも楽しく過ごさせてい

ただきました。 

 感想をみなさんと共有できました。２回とも、知り合いが入っていて、運が良かったです。 

 参加者みんなで意見交換ができ、これまでの会よりトークが盛り上がっていたと感じました。いろいろな方

のお話が聞けて楽しかったです。 

 様々な方々が参加されていることを知るのは嬉しいです 

 1 部･２部の感想や付随するお話しから多方面に広がっていき、自分になかった視点を感じることができまし

た。小部屋ならではの効果だと思います。 

 参加者お一人お一人のご活動がすばらしく興味深いものだった。 

 新しいことと知れた(サイコドラマ)のと連絡先を交換できたのが嬉しかった(偶然にも同じ市内在住でし

た！) 

 視点の共通点・違いが今後の考え方への示唆となった 

 一期一会の楽しい会話が心に残ります。 

 今回は参加できなかったのですが、お世話係の人がいるなら大丈夫だったかもと、後で少し後悔しました 

 所用で 1回目の小部屋しか参加出来なかったのですが、少人数で話し合えたのは良かったです！ 

 毎回、素敵な方々と出会える。 

 たまたまですが、関心領域の方が入られていました。 

 時間は短かったけれど、心に触れる対話ができたような気がしました。勝村さん、ありがとうございました。 

 新しい方々と知り合えたことが良かった。2 回目のルームで、１回目と同じ方や同じファシリテーターにな

ったが、違う方だったらさらに良かったと思う。２回目で、一人の方が、ご自分のご興味から、同じ方にず

っと質問されていて場を仕切ってしまわれたことが残念だった。私にはあまり興味のないことでしたので、

その時間が勿体なく思えました。 

 しろひげ先生と同じ小部屋となり、追加でお話を伺いことができ貴重な時間でした。 

 時間の都合で参加できず、大変残念でした。 

 小部屋のお手伝いをさせていただきましたが、オンラインなので聞くだけでなく自分が話すというのもとて

も大事なことだと思いました 

 異分野の人との意見交換は刺激になりました。 

 この度は残念でしたが、縁結びタイムには参加できませんでした。 

 はじめての人と話をすることができました 

 今回は参加できず残念。 

 多職種の方々と語り合えた。 

 久しぶりの方、初めての方に出会うことができました。 
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  

 

Q5：ZOOM を使ってのシンポジウムは、ご満足いただけたでしょうか？…     

 

 

Q6：Q5 でお答えになった理由をお聞かせください。（ご自由に） 

 時間管理がしっかりしていて、ズームが楽しめた 

 遠方からも参加できる 

 全国から大勢の人に参加してもらうには、ほかの手立てなないのでは 

 仕事終わって溜まった家事をしながら、家族の用事にも対応しつつ参加できました。 

 積極的な意見を聞けたと思いました。 

 家にいながらにして 私が今目下困って苦しんでいる問題についてのお話し(クロストーク 1)が聞けたので 

嬉しかったです 

 たくさんの参加者でびっくりです。事前の予習も全くしてないのによく理解できたのはよかったです。 

 全国（海外からも）の人と居ながらにしてお話しできるのは素敵です 

 全国から参加できるのは良いなと思いました。１時間ほど中抜けをさせていただきました。 

 迫力がありました。😊 

 所用があったので、参加がおそくなりましたので、どこからでも入れる zoom は大変ありがたかったです 

 リアルに集るのもとてても良いのですが、気軽という意味では Zoom はとても良い媒体だと思います 

 九州からでも、どこからでも参加できる！ 

 全参加が難しくても、気軽に参加できたので。 

 Zoom によるシンポへのこれまでの参加経験は少なかったですが、なかなか便利だと思いました。今後、積極

的に国内外の Zoom シンポに参加しようと思います。 

 対面で知り合うチャンスも大事ですが、オンラインは遠方からの参加がしやすいので非常に良いと思います。

また、時間を区切っての参加もしやすいので良いとは思います。 

 前回初めて参加し、今回初めて最後まで参加いたしました。遠隔地からの長時間参加が叶うのは zoom だか

らです。距離感の近さや、ブレイクアウトができるのも zoom ゆえ。大学のゼミも zoom の方が学生が活発だ

ったりします。 

 遠方の方々と距離を感じないトークがあったこと。 

 大勢の参加者と画面から出会いできたことでワクワクしました。 

 zoom はもう、主流とも言えますね。 

 自宅で聴講できるのが良い。リアルにお目にかかれないのは残念ですが。 

 ほとんど、ZOOM 環境が悪かったので、楽しめなかった。ネット環境が悪かったのは初めての経験でした。 

 在宅のまま、多くの方々の、特に当事者と支援者の区別なく、多様性を柔軟に受け入れる方々の参加される
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とてもよい会合でした。 

 「クロストーク１」は、３人とも、すごかったです。それを集める由紀さんも、やはりすごいです。 

 「クロストーク２」は、障害を持つ当事者の方々が、主体的にメディアや演劇という外に向かって働きかけ

る活動をされていることが紹介されていたのがとても良かったと思いました。 

 自宅から参加できるのは助かります。他のことと重なっていても比較的参加しやすいです。 

 遠方ですのでオンラインでの開催は有難いです。 

 大阪から参加することができて感謝しています（小部屋では、大半が東京または首都圏の方でした。参加者

全体ではやはり東京の方が多いのでしょうか） 

 忙しくても参加しやすいので 

 自宅でゆったりとシンポジウムに参加できました。 

 都内まで出かけるのが難しいので 

 誰でも、どこからでも、参加出来るので 

 遠くの人とも簡単につながる。動画も見られる。小部屋でも話ができる。 

 講義形式のみならず、対話型、ビデオ、中継、ブレイクアウトルーム、コーヒーブレイク、放課後タイムな

ど形態が異なるコーナーを駆使され、見ている側が飽きないような仕組みになっていました。司会のみなさ

んもとても良かったです。 

 大阪で活動している方のお話もリアルタイムで、かつ活動されている場所から伺うことができ良かったです。 

 多くの皆さんのお話を伺えたので。 

 障害その他ゆえに、対面では会いづらい方たちとも画面越しにお会いできました 

 日本語文の表示が新たに加わり更に良くなった 

 皆さまのお話を拝聴しながら、久しぶりに、新鮮な空気を吸えたように感じました。ありがとうございまし

た。 

 Zoom は手軽です。参加しやすいことが第一です。 

 参加しやすい 

 遠隔地の自宅から参加できて便利です、。 

 Zoom は参加しやすかったです。ただ、リアルでも集まりたいですね。 

 

 

Q7：来年取り上げるといいなと、お思いのテーマ、今興味をお持ちの分野などについてお聞かせください。（ご自

由に） 

 メディアの受け止め方、メディア批判の高まりがおかしいので、そこを何とか是正する活動、ファクトチェ

ックなど。 

 保険・医療・福祉の問題は根深いので世の中の仕組みを変えるための活動も知りたい。 

 国際的な視点が欲しかったと思いました。 

 病院や施設が姨捨山になっているという実態に改めて巻き込まれてしまい 辛く苦しんでいるので 家族

や病院施設の都合ではなく その人がその人らしく望んでいる場所で人生最後まで暮らせる為には どう

すれば良いのか 一緒に考えられたらと思っています 

 親亡き後の当事者の安心をどう作るか。 

 ヒアリング・ヴォイシズ活動についてご紹介したいです 

 高齢者の親、障害者の子の支援について。 

 がん診療連携拠点病院など 
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 制度設計の谷間 

 やはり、障害を持った方の活動、活き活きとしている生活などを教えて欲しいです 

 医療のことだとインフォームドコンセントや ACP への取り組みなど・・・福祉のことだと地域との連携への

取り組みなど・・・働き方改革と地域づくりを一緒に考えているところの話などなど 

 本当に福祉施設は不要なのか？？？今回、パンジーの当事者は「無くしたい」と言い放ちましたが…。私は

「選べる環境こそ必要」と感じていますが。 

 身寄りのない人の身元保証人問題 

 「AIと医療」に関心があります。 

 毎年、自分の知らない分野のお話を伺えるので、楽しみにしております。 

 今日最後に愚痴をこぼしてしまいましたが、改めて、日本を根幹から変えよう、変えるために！ といった感

じで、鍵を握る方々にお話しいただけたら… 

 こころの豊かさ 

 若者・こどもを取り巻く活動を共有できればと願います。 

 コロナワクチンに関すること 

 民間保険と社会保険、遺伝子診断と保険への影響、長期介護サ－ビスの財源等 

 MMWW で知り合いましたが、看護学生だった息子さんの自死を契機に、看護学生をサポートする会を始めた、

高橋夫妻（https://change-school.org/） 

 対話（ダイアローグ）で社会を変える という取り組みに今興味を持っています。 

 ①高齢者や障害者に対して虐待偏見差別が繰り返されるのはなぜか？ ②職業としての高齢者介護が敬遠

されるのはなぜか？ 

 加齢による機能低下と自動車運転能力、生活と移動権の安全考慮のすりあわせ 

 ストップ・ザ・児童虐待 

 消滅可能町村が目前に迫る中、「地域共生社会」をお題目に終わらせない為には？ 

 自分が変わっているテーマだけでもありすぎると思うけど、毎年、それ以上のテーマを提供してもらえるの

で、おまかせです。 

 『当事者研究』『オープンダイヤローグ』『生きづらさ』『繋がり』『居場所』『自助グループ』『マイノリティ』

『上手な精神科のかかり方』 

 学校、ひきこもり、障害福祉 

 意思決定支援（今回お話の中にもありましたが、また伺う機会があればと思いました）について。 

 ナラティブやパーソナルストーリーに興味があるので、今年ご結婚された（お写真を提供してくださった）

お二人のお話を深く聞いてみたいです！ 

 聴覚障害（誤解と生きにくさそして克服） 不登校 引きこもり 精神障害  

 1 部と 2部のように対照的なテーマを取り上げることが面白いと思いました 

 リエイブルメント等の海外の取組み 

 障害者の就労や就労支援 

 医療・介護への患者・利用者の関わり方。仕組みを守っていくために必要なことなど、みなさんと議論した

いです。 
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Q8：「えにしを結ぶ会」や、“志の縁結び係＆小間使い・ゆきさん”へのメッセージなどお寄せくださいませ。

（ご自由に） 

 お体をくれぐれもお気を付けください 

 いつも大変お忙しい中、精力的に活動されておられる尊敬しています。また、心より感謝申し上げます。 

 ご苦労様。ご自愛を！ 

 長年の全くぶれず変わらずの姿勢のゆきさん。皆さまが取り組まれ発信してくださっている内容の数々に尊

敬と感謝の思いでいっぱいです。参加させて頂きましてありがとうございます。心より感謝し御礼申し上げ

ます。 

 ゆきさんブラボー！ 

 今日のクロストーク1で 今朝 送らせて頂きましたメールについての話題だったので とっても充実した

内容で良かったです 

 ゆきさん、そしてスタッフの皆さん準備・運営たいへんだったと思います。ありがとうございました。 

 これだけの会を作り上げておられるは大変な事ともいます。お疲れ様でした。 

 ゆきさま。今日はたくさんの会議が重なって、少しだけの参加でしたが、それでも、この集いの楽しさを垣

間見ることができました。ありがとうございます。 

 ご無沙汰しております。８年前に体調を崩してしまい、静かにしておりましたが、回復いたしましてまた潤

生園で働いております。先生のお元気な様子を拝見できました。 

 ご案内頂きありがとうございました。<(_ _)> 

 いつまでも（駒場の時と同じで）お若くて、素晴らしいと思います（理Ⅱ1組） 

 ありがとうございました 

 初めての参加でしたが、学びが多くとても楽しかったです。元気をたくさんもらいました。この会がいつま

でも続きますように 

 全部通しでいたのは初めてです ものすごくよかったです 二回目の小部屋でゆきさんが隣にいたのもう

れしかったです ありがとうございました 

 今年もすばらしい会でした。クロストーク１の人選は最高！でした。 

 ゆきさん、今回もクタクタでしょう。 

 でも今年は、“幸せの縁結び”ができ、また、参加者への報告もできたので 

 大きな成果だったと思います。わたしたちまで HAPPY な気分になりました❤️ 

 スタッフの皆さまも含めて、いい人ばかりで、本当にお疲れさまでした。 

 このシンポジウムを続けるには、マイク・ミキサーなどの機材が重要ですよね。 

 「医療福祉ジャーナリズム分野」として、大学に、こういう機材の必要性をアピールし、他の学部・分野へ

の発信も必要ではないでしょうか。 

 もちろん使いこなせないと意味がありませんが… 

 ゆきさんの人脈、くまさんの情熱、前村さんの理解と協力。「えにしの会の３本柱だなぁ」と、裏方をしなが

ら、つくづく考えました。そのためには、丸木先生も何度もおっしゃっていましたが、これからもお元気で、 

 ぜひ 30回を目指しましょう٩( ᐛ )و 

 いつもありがとうございます。 

 みんなをつなぐ接着剤のような役割を果たしていただき、ゆきさまに感謝です。 

 運営スタッフの皆様の努力に感謝いたします。 

 ゆきさん、皆様、毎年、こういう素晴らしい会を開催して下さって、本当にありがとうございます。普段、

お目にかかれない方々と出会える、「縁結び」に心から感謝しております。来年もできるだけ参加させて頂き



9 

 

たいと思います。準備が本当に大変だと思います。あまり夜中に作業なさらないでくださいませね。 

 田舎の大学という井門の中の私にとって、えにしは社会人の窓。去年は愛媛の Dr.長野と小部屋でご一緒で

き、今年はしげちゃんの生の声を聞くことができました。しげちゃんにはいろんな疑問を投げかけたいです

（受けて立ってくれそうな気がして）。 

 本日は、お世話様です。松原葉子さんに繋がり、参加することが出来ました。 

 今年も「宝くじが大当たりしたような出会い」💕💕💕、ありがとうございました。 

 ゆきさん、ご無沙汰してます。私たちは包括的性教育の本の輪読から始めています。 

 いつまでもお元気でいてください🙏 

 25 年間主催してくださることにただただ感謝です。ゆきさんの朝日新聞の時代から常に今日の社会課題に鋭

く切り込み、当事者を主人公にする姿勢にジャーナリストとしての矜持を痛切に感じさせられます。尊敬す

るゆきさん、わたしは「えにしを結ぶ会」に関わらせていただいて、光栄に思います。 

 いつも、素晴らしく、貴重な、重要な情報ばかりで勉強になります。今後も期待しますし、応援します。 

 福祉と医療と政策をつなぐ会合を企画下さり、ありがとうございます。これからも、いろいろ勉強させてい

ただきますので、よろしくお願いいたします。 

 いつも勉強させて頂き、ありがとうございます。 

 えにしを結ぶ会２５周年おめでとうございます。継続されていることに本当に頭が下がります。ゆきさんの

そのパワーが昔とずっと変わらないことにも感動していますし、私ももう少し頑張らなきゃと刺激を受けて

います。本当にありがとうございます。スタッフの皆さま、お疲れ様でした。素晴らしい運営をありがとう

ございました。 

 毎年ありがとううございます 

 ゆきさんいつも幅広い情報発信やえにしを結ぶ場をありがとうございます。尽きることのない課題が数多く

ありますが、出来ることを精一杯頑張っていきます。 

 ゆきさんや事務方ボランティアの皆様、ご準備がたいへんだったと思います。おかげさまで、とても勉強に

なりました。ありがとうございました。 

 記憶違いかもしれませんが、パンジーは法人設立ごろ牧口一二さんも関わっておられたような気がします。

スタートの頃は知っていたのですが、パンジーメディアによる発信のことは存じ上げず。伝えること、アー

トの力などを感じました 

 私は大阪で居住支援法人に関わっていますが、住まいのサポートにおいても、福祉(訪問看護や訪問介護）の

事業者が囲い込みのような形で借り上げの住居を提供する。そうした住まいを斡旋すると紹介料(広告料な

どの名目）高額で、インセンティブがあるようにしているケースも聞きます。今ある制度の中で起こってい

るビジネスモデルですが、えにしに参加して、私なりに、もっと検証していきたいなと思いました 

 先生! 今年も開催いただき誠に有り難うございました。また身を引き締めて参ります♪ 

 締め切りすぎての申し込み、ご迷惑をおかけしました ご対応ありがとうございました 

 毎回、重要なテーマを提供していただき、その慧眼に敬服いたします。心より感謝いたします。 

 貴重な会を開いてくださり、ありがとうございました。特にしげさんの「みんな元々医者ではないので専門

外も覚えていっている」と言うお話が心に残りました。 

 今年は冷え込む冬になるそうで、どうぞお身体大切にお過ごし下さい。 

 ゆきさん！ご無沙汰しております。元気なゆきさんのお姿を拝見出来、嬉しかったです！だいぶ寒くなって

きました。くれぐれもご自愛の上、来年のえにしの会でお会い出来るのを楽しみにしています！ 

 今年もお疲れさまでした。ありがとうございました。 

 １年目は、右も左も分かりませんでしたが、終わってみて素晴らしい会でした。連日徹夜生活で疲れからか、
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持病のメニエールが出て、事前準備でお手伝いが叶わず、申し訳なく思っておりました。せめて当日何かで

きることはないかと伺いました。大したお手伝いはできませんでしたが、当日開始前の朝に、えにしの発信

拠点の現場をこの目で見ることができて幸いでした。『百聞は一見にしかず』来年は、もう少し貢献できると

いいです。ゆきさんも、寝ていないのではないかと心配しております。ご自愛ください。 

 ゆきさん、今期は聴講を休んでいますが、また来年は復活したいと思っていますのでよろしくお願いします。 

 大変お疲れ様でした！ご活躍を応援しております。たくさんの方々に届くと良いですね。 

 今回もありがとうございました。 

 話が上手くなく申し訳ありませんでした。また、うっかりと名前の前に★を入れ損ねてしまい小部屋のお世

話係を承るつもりが出来ず（小部屋に入ってから気がつきました、、、）申し訳ございませんでした。 

 小部屋で白ひげ先生の、「リスクはあってもリスクを取る覚悟でやる」、というお話に心を打たれました。仕

事を行う上での覚悟はどの仕事にも当てはまると思いました。また、小部屋のお話で、薬は合う合わないが

あるから、そのことも含めて話ができるお医者さんに出会えることが大事というお話も心に残りました。 

 子どものお迎えで中抜けをして、時間がかかり、２回目の小部屋に入れなかったのは残念でしたが、とても

濃い貴重な時間を過ごさせていただきました。ありがとうございました。 

 自分のスケジュールの都合で一部のみの視聴となり大変失礼いたしました。山中光茂さんがおっしゃった

「医者は存在がパワハラ」「患者さんのために何ができるか」の視点の重要性、本当にその通りだと感じまし

た。第 2部の動画アップも待望しておりますので、何卒宜しくお願い申し上げます。 

 今年も、えにしの会で学ばせていただき、強く励まされ、元気が出ました。認知症や発達障害の分野での関

わりが主ですが、知的障害のある方のご発言にあった、「人として見る」は共通する普遍的なメッセージで

す。国際認知症当事者同盟（DAI)のキャッチフレーズも、「病気でなく、その人を見てください」でした。 

 イギリスの取材をベースにした番組制作が進行中です。根底には、今日も議論になった権利に関するテーマ

が深く流れています。またご報告させていただきます。<(_ _)> 

 毎年すばらしい企画をご担当なさり、刺激になり勉強になりまた異分野の方々との出会いもあり人生が豊か

になるという実感を覚えます。厚くお礼を申し上げます。お体に十分お気をつけになられて今後もご活躍を

期待しております。 

 ゆきさま いつもお世話になっております。 

 この度の｢えにしの会｣につきましては、すべてを拝聴することが叶いませんでしたが、少しでも参加させて

いただきましたこと、心より感謝申し上げます。 

 また、乃木坂スクールの礼状風レポートが大幅に遅れてしまい、申し訳ございません。 

 少しずつですが、自分の生活のペースを取り戻し、引き続き自分の学びを継続しながら、自分の役割を通し、

素敵なご縁をつないでいくことができますよう精進したいと思います。 

 司会の小野田さんも大変素敵だと感じました。 

 今のところ、自分は東京で学ぶこと(対面)が難しいので、ゆきさまのゼミで学ぶことはできずにおりますが、

これからも公開講座等通し、自分に可能である学びを継続したいと思います。今後とも、何卒よろしくお願

い申し上げます。 

 これからもボランティア頑張ります 

 いつもありがとうございます。 

 貴重な機会を作っていただき、ありがとうございました。 

 いつも、まだ、メデイアでは多く取り上げていない取り組みも含めて、共有する場を作って下さり、感謝し

ています。今回は、嬉しい、リアル縁結びのお話も！！ 幸せな気分になれました。 


